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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

0 0 00

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

高村　昇・教授 長崎市国民保護協議会　委員 長崎市国民保護協議会

長崎県

高村　昇・教授

高村　昇・教授 福島県「放射線と健康」アドバイザー 福島県

建築審査会委員

支援センター運営委員会　委員 公益財団法人　原子力安全研究協会

高村　昇・教授 福島県放射線健康リスク管理アドバイザー 福島県

高村　昇・教授 臨床研究部　顧問 公益財団法人　放射線影響研究所

折田真紀子・助教 トレーナーズトレーニングの講師

島根県雲南市

復興庁

折田真紀子・助教 学会誌編集委員会委員 公益社団法人長崎県看護協会

折田真紀子・助教 内部被ばく技術検討会委員

学会

高村　昇・教授
中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術
開発戦略検討会委員

環境省

0 8

高村　昇・教授 環境放射能研究所　副所長 国立大学法人福島大学

高村　昇・教授 環境再生プラザ運営委員会委員 環境再生プラザ

高村　昇・教授 (財)放射線影響研究所 臨床研究部顧問 公益財団法人　放射線影響研究所

高村　昇・教授 環境放射能研究所研究連携推進会議委員 国立大学法人福島大学

高村　昇・教授 非常勤嘱託 アルパイン株式会社

高村　昇・教授

高村　昇・教授
風評払拭・リスコミ強化アドバイザリー会
合外部有識者委員

公益財団法人　原子力安全研究協会

折田真紀子・助教 外部被ばく技術検討委員 公益財団法人　原子力安全研究協会

公益社団法人　日本アイソトープ協会

高村　昇・教授 研修推進会議委員　他 公益社団法人　日本アイソトープ協会

高村　昇・教授
安定ヨウ素剤の服用等に関する検討チーム
委員

原子力規制庁

高村　昇・教授
中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術
開発戦略検討会コミュニケーション推進
チーム　委員

環境省

高村　昇・教授 雲南市原子力安全顧問

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

高村　昇・教授 日本学術振興会 代表
国際共同研究強化（B）
「チェルノブイリから福島を知る～甲状腺超
音波所見の自然史」

代表
福島県川内村における食材中の放射性物質濃
度のデータベース化と住民のリスク認知評価

高村　昇・教授 環境省 代表
「放射線健康管理・健康不安対策事業（放射
線の健康影響に係る研究調査事業）」

高村　昇・教授 環境省 代表
「富岡町を基盤とした帰還住民とのコミュニ
ケーションに資する科学的エビデンスの創
出」

山田裕美子・助教 日本学術振興会 代表
薩摩川内市に住む住民の安定ヨウ素剤に関す
るリスク認知とそれに影響する要因の検討

折田真紀子・助教 上原記念生命科学財団
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その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授 非常勤講師（福島原発事故と災害復興） 東日本国際大学

折田真紀子・助教

高村　昇・教授

高村　昇・教授

松永妃都美・助教 日本学術振興会 代表
 科学研究費助成事業 基盤研究(B)「放射線防
護リスクコミュニケーション現任教育モデル
の検証」

災害医療 国際医療福祉大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

松永妃都美・助教 非常勤講師（災害看護学） 佐賀大学医学部

震災と原発事故の発生から９
年を迎え、長崎新聞社の取材
を受け福島支援の課題や展望
を伝えた。

長崎新聞 2020年3月11日

震災と原発事故から9年、今後
はそれぞれの復興フェーズに
あわせた復興支援が必要。長
崎大学と福島県立医科大学の
共同大学院の成果と課題、被
災地長崎の長年の取り組みを
基に具体例や展望を伝えた。

長崎大学発行の「放射線・放
射性物質Q＆A」第五巻を富岡
町及び大熊町に寄贈した。

福島民報 2020年3月18日

3月17日に「放射線・放射性物
質Q＆A」第五巻の贈呈式が各
町役場で行われ、町長に冊子
を手渡した。贈呈数は富岡町
が８千部、大熊町が５千部、
町内全世帯に配布予定。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

長崎大学が新年度「東日本大
震災・原子力災害伝承館」で
開催予定のセミナーについて
紹介された。

長崎新聞 2020年3月11日

長崎大学は新年度から、福島
県双葉町に今夏開館する「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」を活用し、災害や被ばく
医療の現場で活躍できる人材
の育成のため、セミナーを開
催する予定。災害・被ばく医
療の講義のほか、福島県沿岸
部での放射性物質測定実習
や、参加者によるグループ討
論などを予定している。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長に就任する
ことが発表された。

福島民友 2020年4月1日

福島イノベーション・コース
ト構想推進機構が、開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の初代館長に就任
することを発表した。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長に就任する
ことが発表された。

河北新聞 2020年4月1日

福島イノベーション・コース
ト構想推進機構が、開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の初代館長に就任
することを発表した。

長崎大学より、「東日本大震
災・原子力災害伝承館」初代
館長に就任することが発表さ
れた。

長崎新聞 2020年4月1日

長崎大学は、開館予定の「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」の初代館長に就任するこ
とを発表し、就任にあたり長
崎新聞社の取材を受けた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長に就任する
ことが発表された。

福島民報 2020年4月1日

福島イノベーション・コース
ト構想推進機構が、開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の初代館長に就任
することを発表した。
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高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」館長として新聞社の
取材を受けた。

朝日新聞 2020年5月23日

福島県が、双葉町に開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の館長として、朝
日新聞社の取材を受け、抱負
を述べた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の初代館長として財
界ふくしまより取材を受け
た。

財界ふくしま7月号 2020年7月1日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」が双葉町に開所。被
災に関する多くの資料や映像
を収集保存し後世に伝える拠
点施設。初代館長として取材
を受け、復興支援活動と功績
について伝えた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長として、新
聞社のインタビューを受け
た。

福島民友 2020年4月14日

福島県が、双葉町に開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の初代館長とし
て、福島民友新聞社のインタ
ビューを受け、抱負を述べ
た。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」館長として新聞社の
インタビューを受けた。

福島民報 2020年4月14日

福島県が、双葉町に開所予定
の「東日本大震災・原子力災
害伝承館」の初代館長とし
て、福島民報新聞社のインタ
ビューを受け、抱負を述べ
た。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長として新聞
社の取材を受けた。

福島民友 2020年7月18日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の初代館長として福
島民友新聞社の取材を受け、
「福島の人たちがやってきた
復興の証しを示す」と抱負を
述べた。

エネルギーレビュー８月号に
特集で記事が掲載された。

エネルギーレ
ビュー
8月号

2020年7月20日

チェルノブイリと福島第一の
両原子力発電所事故、健康影
響の観点における相違につい
て、専門家として科学的知見
を踏まえ詳しく意見を述べ
た。

長崎大学が長年取り組んでき
た、放射線医療の研究成果や
被災地復興・核兵器廃絶に向
けた取り組みを紹介。

長崎新聞 2020年7月16日

長崎大学原爆後障害医療研究
所の教授として、長年にわた
る被ばく医療研究の成果が
チェルノブイリや福島復興支
援の基礎になっている等伝え
た。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」館長として就任あい
さつのため福島民報社を訪問
し社長と懇談。同日県庁で知
事と懇談。

福島民報 2020年7月18日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の館長として就任あ
いさつのため、福島民報社を
訪問し、社長と懇談した。同
日県庁にて知事と懇談。抱負
を述べた。

長崎大学が福島県大熊町と、
包括連携協定を締結。

福島民報 2020年7月31日

長崎大学が、福島県大熊町と
住民の帰還促進に向け、包括
連携協定を締結した。締結式
は町役場で行われ、活動内容
を報道陣に説明した。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」開館にあたり、原子
力文化に寄稿した。

原子力文化8月号 2020年8月1日

震災後10年あまりで蓄積され
た震災の記憶を国や世代を超
えて伝えることが重要。福島
の復興の証を次の世代に伝え
経験を活かし国内外の人材を
育成するために、学びに来た
来訪者に十分な知識を提供し
たいと語った。
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同上 福島民報 2020年9月27日 同上

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

復興支援オンラインセミナー
において、講義を行った。

長崎新聞 2020年9月9日

長崎大学が、東日本国際大、
国立福島大、福島県立医科大
と連携し、災害・被ばく医療
や復興に携わる人材を育成す
る復興支援オンラインセミ
ナーにおいて、講義を行っ
た。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」開館し、新聞社の取
材を受けた。

福島民友 2020年9月10日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の開館にあたり福島
民友新聞社の取材を受け、施
設の意義等について伝えた。
震災と原発事故が発生し、福
島が復興してきた9年半を振り
返る場になるよう、展示資料
や映像に加え風化防止のため
語り部の講話を設けたことを
紹介した。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」が開館し、新聞社の
取材を受けた。

福島民報 2020年9月21日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の開館初日に福島民
報社の取材を受け、「世界中
の人が福島県の複合災害を
『自分事』として捉えられる
ような施設にしたい」と意気
込み等を語った。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」が開館し、新聞社の
取材を受けた。

日本経済新聞 2020年9月21日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」が開館し取材を受け
た。館内では地域の日常から
原発事故直後の状況、長期化
する避難や復興に向けた取り
組みを時系列で紹介する。

川内村コミュニティセンター
で、東日本大震災と東京電力
福島第一原発事故からの復興
をテーマにオンラインセミ
ナーを開催し、講演した。

福島民報 2020年9月12日

長崎大学原爆後障害医療研究
所の企画とし、東日本国際
大、福島大、福島医大と連携
して開催。県内外の大学生約
60人が参加。災害や被ばく医
療・復興学などをテーマに講
演やグループディスカッショ
ンなどを行った。講演では村
の復興の現状や課題をわかり
やすく伝えた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」開館し、新聞社の取
材を受けた。

福島民友 2020年9月20日

震災・原発事故から10年を迎
えようとしている中で、「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」が開館。震災と原発事故
を振り返る場になるよう努め
ていくとし、資料を展示する
だけでなく、語り部の講話を
取り入れ、風化防止という大
きなテーマがあると伝えた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長として新聞
社の取材を受けた。

長崎新聞 2020年9月26日

2011年の原発事故以降の復興
支援活動や100回以上の講演を
したことや、功績と復興活動
が紹介された。福島県が実績
と人柄を評価し館長にオ
ファーしたとのこと。

菅首相が「東日本大震災・原
子力災害伝承館」を視察。

福島民友 2020年9月27日

菅首相が双葉未来学園を訪問
し、復興へのエールを送っ
た。その後、東日本大震災・
原子力災害伝承館を視察。館
長として案内し、首相は原発
事故後の苦難と再生の道のり
に理解を深めた。
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長崎大学が大熊町民を対象に
放射線・健康をテーマとした
交流集会を開催。

福島民報 2020年10月5日

放射線や健康をテーマとした
交流集会。長崎大学原爆後障
害医療研究所教授として、医
師や放射線専門家の立場で講
演。同研究所の松永助教が健
康相談に乗る。

菅首相が「東日本大震災・原
子力災害伝承館」を視察

長崎新聞 2020年9月27日

菅首相が9月26日、東日本大震
災の被災地を視察するため福
島県を訪問。福島第一原発を
車中や高台から視察し、原発
事故を後世に伝える「東日本
大震災・原子力災害伝承館」
を見学。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」でウェブ中継による
「防災・伝承セミナー」を開
催。

福島民報 2020年10月25日

一般財団法人「3・11伝承ロー
ド推進機構」が、「東日本大
震災・原子力災害伝承館」で
ウェブ中継による「防災・伝
承セミナー」を開催。パネル
ディスカッションや基調講演
を通し、事故の教訓をどう継
承していくか考えた。館長と
してパネリストを務め、伝承
館を取り上げ施設を生かした
伝承の重要性を伝えた。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」「双葉町産業交流セ
ンター」「県復興祈念公園」
の合同開所式に出席し、トー
クセッションを行った。

福島民友 2020年11月8日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」「双葉町産業交流セ
ンター」「県復興祈念公園」
の合同開所式に出席しトーク
セッションを行った。伝承館
は震災と原発事故の記憶と教
訓を後世に伝える県の記録施
設として9月20日に開館。

福島大の学生らが東日本大震
災・原子力災害伝承館を見
学。

長崎新聞 2020年10月5日

福島大の学生らが「東日本大
震災・原子力災害伝承館」を
見学。館長として館内を案内
し、学生は原発事故の記憶や
復興について学んだ。

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」初代館長として新聞
社の取材を受けた。

岩手日報 2020年10月5日

「東日本大震災・原子力災害
伝承館」の初代館長に福島県
のオファーにより就任したと
し、これまでの道のりと功績
が紹介された。

長崎大学が東日本大震災と東
京電力福島第一原発事故から
の復興をテーマにセミナーを
開催。

福島民報 2020年10月17日

長崎大学が川内村で復興セミ
ナーを開催し、各国研究者ら
が参加。川内村や富岡町の住
民や医療従事者が復興の現状
について紹介し、村長が講話
を行う。

環境放射能学セミナーが「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」で開催。

福島民報 2020年10月4日高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授

福島大環境放射能研究所の環
境放射能学セミナーが、「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」を会場とし開催。初日に
「放射線被ばくと甲状腺」の
題で講演し、チェルノブイリ
原発周辺地域での医療支援や
福島第一原発事故の被災地に
おける復興支援について紹介
した。

環境放射能学セミナーが「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」で開催。

福島民友 2020年10月4日

福島大環境放射能研究所の環
境放射能学セミナーが、「東
日本大震災・原子力災害伝承
館」を会場とし開催され、環
境放射能研究と廃炉支援技術
研究の最前線について紹介し
た。
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　学術賞受賞

相双地域のガイドブックを作
製したあぶくま信用金庫が静
岡県の沼津信金職員らととも
に伝承館を視察し、復興の現
状に理解を深めた。

長崎大学が川内村の復興支援
動画を作成し紹介

福島民報

修学旅行で福島県を訪れる県
立長崎南高校生に対し、講演
を行った。

朝日新聞 2020年12月23日

修学旅行で福島県を訪れる県
立長崎南高校の生徒に対し、
放射線医療の専門家として復
興支援活動について講演を
行った。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

松永妃都美・助教 優秀論文賞 日本地域看護学会

乳幼児を養育していた母親が
福島第一原子力発電所事故の
放射線被ばく回避を目的つぃ
て自主避難を実行するまでの
プロセス

高村　昇・教授

高村　昇・教授

高村　昇・教授 2020年12月30日

長崎大学が川内村で原発事故
発生直後から取り組んでいる
復興支援について動画を作成
し、インターネットの動画投
稿サイトユーチューブで公
開。川内村は原発事故で一時
全村避難した。2012年1月の帰
村宣言を前に、村長より村の
放射線量測定を依頼され、放
射線被ばくに詳しい長崎大の
スタッフが村内で住民の健康
相談等に応じてきた。

あぶくま信用金庫が静岡県の
沼津信金職員らとともに伝承
館を視察し、復興の現状に理
解を深めた。

福島民報 2020年12月30日

7


	事務用(医歯薬業績集掲載様式) 

